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第３章では，第２章で提案した Si の溶湯浸透による二段反応焼結法で作製した SiC
焼結体に対して，アブレシブおよびエロージョンの摩耗特性を検討している。原料 SiC
粉末の粒径を 5µm から 150µm まで変化させて，各摩耗試験における摩耗率に与える




第４章では，原料粉末の C 配合量を変化させ，Si の代わりに浸透用合金として Fe-




























法にすることで精密な加工性を付与し，更に反応焼結工程で単体 Si に替えて Fe-Si 合
金を用いることで製品の電気伝導性を向上させ，放電加工が可能な耐摩耗材料を得よう
とするものであり、実証実験まで行われている。関連する学術論文は 4編（内 1編は投
稿中）あり，何れもファーストオーサーで査読付きである。内 1編は英文であることか
ら，研究遂行能力，論文作成に必要な英語能力が備わっていると調査委員会が判断した
ことが報告された。 
当審査委員会としては、本論文が当該分野として適正かつ論理的な構成となっている
ことを認めた。また、学術論文も十分であることを認めた。次に、調査会並びに公聴会
における質疑応答の状況について審議し、原材料の自然酸化の問題、SiC生成量が FeSi
量に寄らない理由など詳細な質問に的確かつ正確に回答したことが報告された。 
以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査し
た結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
